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I 班 研 究
人文学研究部
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3 月14 日 『告白』 の翻訳 と 日 本近代の 自伝文学
一藤村の場合小西嘉幸
4 月18 日 原稿検討会 全員
5 月9 日 原稿検討会 全員
6 月23 日 原稿検討会 全員
6 月6 日 原稿検討会 全員





































7 月11 日 原稿検討会
9 月12 日 原稿検討会
10月17 日 編集打ち合わせ



































4 月7 日 大阪歴史博物館 「阪神 タ イ ガー ス 展」
見学
4 月14 日 技能と身体一僕は， 昔， 皿洗いだ っ た一
菊地
4 月 2 1 日 均質化を強要さ れ る身体 僕は， 昔，
天才ピアノ少年だった?-岡田
4 月28 日 怠け る身体一僕は， 昔， 体育会系だ っ
た藤原
5月 12 日 ナ シ ョ ナ リ ズム と 身体
中島岳志(ゲスト)
5 月19 日 怠惰な身体 ・ 弱い身体一僕は， 今 日 も
怠惰だったー近藤秀樹(ゲスト)

























12月15 日 「対面的」 をめ ぐ っ て 大浦




















10月6 日 寄せて上げ る 官険ーあ る い は身体の ポ
リティクス菊地
10月13 日 美術 と身体一日本で裸体を描 く 一高階
10月20 日 人は し 、かに し て く客〉 に な る のか-浪
花節史にみる演者客の関係性
真鍋昌賢(ゲスト)




11 月10 日 身体の夢， 夢の身体 ド ニ ・ デ ィ ド ロ
『ダランベールの夢」をめぐって一
王寺
11 月17 日 戦時下 「皇民化」 政策 と朝鮮人の身体
李
12月 l 日 身体な き ロ ボ ッ 卜
塩瀬隆之(ゲス卜)














































































(J T 生 命 誌 研 究 館) 遊 磨 正 秀 (龍 谷 大 学)
SergeyLapteff(国際日本文化研究センター) <所
属は 2005 年 1 2 月 時点〉
1 月15 日 西鶴の言語力 贋瀬
『難波鉦」初冠その三倉島
1 月22 日 北京の今関天彰氏 深津
「難波鉦」初冠その四倉島
2 月5 日 「語 り え ぬ も の」 を語 る シ ス テ ム 論の
功罪(ゲス卜)塩瀬隆之
「難波鉦』飛鳥川贋瀬
2 月 1 9 日 民家をつ く る環境 と文化
SusanB.Hanley
『難波鉦』初冠その五倉島
2 月26 日 か ら く り 人形 「峰工房」 見学
(ゲスト)峰崎十五
3 月5 日 感染を語る こ と ば 田中
「難波鉦』雪中鷺贋瀬
5 月7 日 人体と言語 (ゲス 卜 ) 塩田浩平
5 月 2 1 日 人形浄瑠璃の大道具 後藤
「難波鉦』儒医岡田
6 月 11 日 東ア ジ ア の異類論争文学と そ の背景
金
「難波鉦』数回金武田
6 月18 日 所有 と分配の起源 山極
「難波鉦』出家森本
7 月28 日 「第2 回 鉦叩会J -r 難波鉦」 現代
語訳稿作成
後藤，贋瀬，倉島，横山他
9 月11 日 「第3 回 鉦叩会J -r 難波鉦』 現代
語訳稿作成一森本，金，深津他
9 月24 日 「難波鉦J r熊谷笠」 定稿 田中
「難波鉦 J r道芝」 定稿 倉島
一 11 6 -
主主主
身君主
10月15 日 「難波鉦j I道芝」 定稿 倉島
『難波鉦j I乱碁 ・ 飛鳥川 ・ 雪中鷺」 定
稿贋瀬
11月5 日 『難波鉦j I藤袴」 定稿 遠藤
「難波鉦j I身代」 定稿 金 (代読)
11月19 日 『難波鉦j I十五夜J 定稿 後藤
「難波鉦j I身代」 定稿 (続)
金(代読)
12月17 日 『難波鉦j I手鏡」 定稿 荒牧
「難波鉦一梅之部抄』製本打合せ全員





2003 年4 月 か ら 始ま っ た本研究会は， そ の2 年






























1 月7 日 ベ ネ ズ、 エ ラ ， チ ャ ベス政権下の民族運
動と人種主義石橋











3 月5 日 ヒ ト ゲノ ム ・ 遺伝子研究に と っ ての人
種・民族問題最近の話題から加藤





















1960 年代の研究 班長 富永茂樹

















ば 60 年代を生き た世代か ら ， 70 年代生ま れの， つ
まりこの時代については語られた記憶しかもたない
世代までが集まって進めることに努めたものであり，












1 月21 日 研究報告書作成に向けて 全員
2 月4 日 ド ラ ッ グ ・ カ ル チ ャ ー ' 60 -ク ロ ル
プロマジンから LSDまで北垣
2 月 18 日 宇野弘蔵再論 贋と純粋② 大黒
3 月11 日 悪魔が語 り 手に な る 頃- 60 年代の文
学と宗教のー側面
フランソワ・ラショウ(ゲスト)





























1 月21 日 華商ネ ッ ト ワ ー ク と ア イ デ ン テ ィ テ ィ
そーのイメージと実体
陳天璽(国立民族学博物館)
2 月4 日 戦後ア ジ ア国際政治の中の 日本 海域
東南アジアへの関与を中心に一
宮城大蔵(北海道大学法学部)
4 月 1 5 日 「帝国 と ネ ッ ト ワ ー ク 」 研究の方向性
について:研究協働を通した展望
龍谷直人
5 月13 日 印僑商人論の研究動向
大石高志(神戸市外国語大学)












6 月 1 2 日 2005 年度大阪歴史科学協議会 ・ 大会
報告(関西大学・千里山キャンパス
第一学舎(法・文学部)第三会議室)
19 世紀の東 ア ジ ア に お け る 主権国家
形成と帝国主義龍谷直人
19 世紀の ア ジ ア にお け る銀流通
西村雄志(松山大学)
6 月24 日 帝国 と介入 フ レデ リ ッ ク ・ リ ー ス =
ロスの国際金融政策
石田憲(千葉大学)












7 月 29-30 日 共同 ワ ー ク シ ョ ッ プ (遠藤乾 グ
ループ+龍谷グループ)
(北海道大学法学部)

























8 月26 日 シ ン ポ ジ ウ ム : 帝国と ネ ッ ト ワ ー クー
アジア史における「長期の 19世紀」
会場:大阪市立大学文化交流センター



















9 月16 日 旧帝国研究の動向につ いての メ モ
寵谷直人
人文学報




































10 月24 日 パ ラ ダイ ム の帝国一 ア メ リ カMBA プ
ログラム篠原初枝(早稲田大学)



















































































1 月17 日 近世か ら近代にかけての秩序認識のあ
りかた坂本優一郎
幸民
2 月7 日 論文会読① 全員
3 月7 日 論文会読② 全員
3 月13 日 拡大研究会
4 月4 白 書評 『空間の イ ギ リ ス史」 藤原 辰史
4 月18 日 書評 『ナ チ ス ・ ド イ ツ の有機農業』
菊地 暁
5 月16 日 会読 和辻 『風土』 谷川 穣
6 月6 日 会読 セ ル 卜 ー 「 日常的実践の ポ イ エ
ティーク』 中島岳志
6 月20 日 「身体論のすすめ』 のかたわ ら で空間
論を素描する 菊地 暁
7 月4 日 会読 柳田 「都市と空間」
藤原辰史
8 月 フィールドワーク(モンゴル)
9 月15 日 解題文献検討会 全員
10 月17 日 会読 戸坂 「空間につ いて」 全員
11 月7 日 会読 ル フ ェ ー フール 『空間の生産」 第
l 章 坂本優一郎
11 月21 日 会読 ル フ ェ ー ブ ル 『空間の生産』 第
2 章 坂本優一郎

























6 月6 日 打ち合わせ








10月17 日 人体模倣を越えて : 日本にお け る ダ ッ
チワイフの変遺を中心に西村大志
(広島国際大学人間環境学部・講師)


































4 月18 日 研究会趣旨説明 とJohn R. Searle の
フィクション理論の紹介大浦康介
5 月9 日 ノ f ヴ ェ ルの 『虚構世界』 を読む : 1隔
離主義 J Segregationism 批 判 を め
ぐって河田学
5 月 23 日Marie-Laure Ryan ,PossibleWorlds ,
Artificial Intelligence , andNarraｭ
tiveTheory を読む 岩松 正洋
6 月 13 日 フ ィ ク シ ョ ン と し ての 「少女」
園田浩二
6 月27 日 中田秀夫監督 『女優霊』 を観る
石田美紀
7 月 11 日 古代ギ リ シ ア にお け る 「過去」 の創出
庄司大亮
10 月31 日 Photographie : fiction narration
(I 写真 : 虚構 ・ 物語J) XavierMartel
11 月 1 2 日 奥泉 光(ゲス ト )
11 月 2 1 日 ヒ ュ ー ム 『人性論』 を読む
王寺賢太
12 月5 日 Hans Vaihinger , Die Philosophie
desAlsOb を読む 岡田 暁生
12 月19 日 抗争す る フ ィ ク シ ョ ン ? :4 月10 日 の
「神話」をめぐって小関隆
啓蒙の運命一系譜学の試み班長富永茂樹















































4 月22 日 共同研究を始め る にあ た っ て 富永
5 月13 日 カ ッ シ ー ラ ー 『啓蒙の哲学』 と そ の周
報
辺王寺
5月20 日 ア ザール 『 ヨ ー ロ ッ パ精神の危機』 を
読む森本
6月3 日 アザー ル 『十八世紀 ヨ ー ロ ッ パ思想」
を読む伊藤
6月 17 日 コ ゼ レ ッ ク 「批判 と危機」 を読む藤原
7 月1 日 ヴ ェ ン ト ゥ ー リ 「啓蒙のユ ー ト ピ ア と
改革」を読む坂本
7 月15 日 ス タ ロ パ ン ス キ ー 『 自 由 の創出」 ・ 「理
性の標章』を読む田中
9 月16 日 エ リ ア ス 「文明化の過程」 ・ 「宮廷社
会』を読む葛山
9 月30 日 ポ ー コ ッ ク~The MachiavellianMoｭ
men tJl を読む 前川
10 月7 日 ポ ー コ ッ ク ~Barbarism and Reliｭ
gionJ を読む ラ シ ョ ウ
10 月21 日 James Schmidt(ed) , ~What isEnｭ
lightenment?JPartI, II を読む
斉藤渉
11月5 日James Schmidt (ed) , ~What isEnｭ
lightenment?JPartIII を読む
小田川
11 月11 日 フ ュ レ 「 フ ラ ン ス革命を考え る J -革
命の終罵をめぐって北垣
11 月26 日 統治性， 主体， 政治一フ ー コ 一晩年の
プロブレマティックをめぐって市田


























9 月 30 日 第 6 回研究会 (会読 3 )
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10 ,
2,200) 井狩
10 月14 日 第7 回研究会 (会読4 )
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10 ,
2, 20(II)井狩
10 月28 日 第8 回研究会 (会読 5 )
スJとそれ以後田中
12月2 日 第10 回研究会 (会読6 )
Vadhula-Srautasutra 10, 2, 44-10 ,
3, 7 横地








































5 月6 日 第l 回研究会 (報告会1 )
共同研究「王権と儀礼」事始め藤井
6 月3 日 第2 回研究会 (報告会2 )
TheNasatyasandProto-Aryanreliｭ
gionParpola
6 月 1 7 日 第3 回研究会 (会読 1)
Vadhula-Srautasutra10, 1, 1-17
梶原
7 月1 日 第 4 回研究会 (会読2 )王玄策研究班長高田時雄
Vadhula-Srautasutra10,1 ,18-60 王玄策は唐の太宗か ら高宗の時代にかけて， 数度
手嶋にわたり正使あるいは副使としてインドに赴き，中
7 月15 日 第5 回研究会 (報告会3 )印文化交流史に足跡を残した。その著とされる「中
Theemergenceofthelargestates 天竺国行記』 は現在では散供 し て， r法苑珠林j r諸
~124~



























2000 年度か ら5 年間の予定で組織 さ れ， 昨年度末
をもって終了した。その研究成果は， r三教交渉論






















ニO世紀中国の社会システム 班長 森 時彦
本研究班は，清末から現在にいたる 1 00年間にお
ける中国の社会システムの変動を多様な側面から総








































































































































亥IJ資料の場合と 同 じ く ， ま ず実際に拓本を拡げて文
字の対校を行い，次いで語注を施す。その際，各種
真諦三蔵とその時代班長船山徹


















5命 じ た B. Karlgren , EARLYCHINESEMIRROR



















E 個 人 研 究
治・大正・昭和の3断面伊従














9月 1 7~ 1 8 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 福知山市， 加悦
町
研究報告高久，日向，関戸未帆子
9 月 30 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 西本願寺， 宇佐美
松鶴堂
10月15 日 五二会品評会か ら みた明治期京都の産
業宇佐美
茨木キリシタン遺物の発見高木









































1 月22 日 「国民公園」 京都御苑の近代一京都に
おける遺産公園としての特性一井原
2 月19 日 有職故実家 ・ 猪熊浅麿 猪熊 兼勝
3 月16 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン 大阪市松島 ・ 川 口
旧居留地・飛田新地
3 月 1 9 日 宇治川水力発電所工事と朝鮮人労働者
水野
4 月16 日 京都風致行政の戦前戦後一市民か ら み
た風致保全制度伊従
5 月28 日 京都府画学校と泉涌寺御座所 田島
「我楽多珍報』の周辺一京都日日新聞
社を中心に一福井





























































































第 1回 TOKYO漢籍 SEMINAR
2005年3 月 於 学術総合セ ン タ ー (千代田区一ツ 橋)




2005年3 月 於 本館大会議室














































中国目録学史 ( 3 )
朝鮮の漢籍について
漢籍データ入力実習( 2)


























2005年7 月 於 本館大会議室
古都イメージの近代と現実













4 日 界面 と し ての キ ャ ラ ク タ ー
守岡知彦
ピアニストになりたい!





最月 1 日付) 。
-小南一郎教授(東方学研究部)は定年により退職
(3 月31 日付) 。
・前川和也教授(人文学研究部)は定年により退職
(3 月31 日付) 。
-真下裕之助手(東方学研究部)は辞任の上 ( 3 月
31 日付)，神戸大学文学部助教授に就任。
・村上衛助手(東方学研究部)は辞任の上 ( 3 月
31 日付) ， 横浜国立大学大学院国際社会科学研究
科助教授に就任。
・金文京教授(東方学研究部)を当研究所長 ( 4 月
1 日 ~ 2007 年3 月31 日 ) 及び附属漢字情報研究
センター長 ( 4 月 l日 ~ 9 月 30日)に併任。
・横山俊夫教授(人文学研究部・大学院地球環境学
堂両任)は副学長ならびに国際交流推進機構長
に併任 ( 4 月 l日付)。
・岩城卓二大阪教育大学助教授を助教授(人文学研
究部)に採用( 4 月l 日付) 。
-竹沢泰子助教授(人文学研究部)は当研究所教授
(人文学研究部)に昇任 ( 4 月 1日付)。
・岡村秀典助教授(東方学研究部)は当研究所教授
(東方学研究部)に昇任 ( 4 月 1日付)。
・永田知之氏を助手(附属漢字情報研究センター)
に採用 ( 5 月 1日付)。
-粛藤智寛東北大学大学院文学研究科助手を助手
(附属漢字情報研究センター)に採用 ( 8 月 1日
付)。
・森本淳生助手(人文学研究部)は辞任の上( 8 月
31 日付) ， 一橋大学大学院言語社会研究科助教授
に就任。
・森時彦教授(東方学研究部)を附属漢字情報研究
センタ一長に併任 00 月 l日~ 2007 年3 月31
日)。
・久保昭博氏を助手(人文学研究部)に採用 02
月 1 日付) 。
・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 2004 年12 月24 日 大阪
発，香港城市大学及び西南民族大学に於いて東チ
ベットの地名と民族語の分布に関する研究打合せ
及び資料収集を行い， 1 月3 日帰国0
・岩井茂樹教授(東方学研究部)は， 1 月6 日大阪
報
発，中国人民大学で開催の中日学者清史研究座談
会に於いて学術報告を行い， 1 月8 日帰国0
・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 1 月6 日大阪発， 中央民
族大学蔵学研究中心lこ於いてムニャ語及びカム方
言の記述調査を行い， 1 月12 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 1 月17 日大阪発，
中央研究院歴史語言研究所に於いて唐代ナリッジ
ベースに関する打合せ及び若手研究者の実習打合
せを行い， 1 月19 日帰国。
・山室信一教授(人文学研究部)は， 1 月18 日大
阪発，成均館大学校に於いて国際シンポジウム
「東アジア近代知性の東アジア認識Jに出席・講
演を行い， 1 月 22 日帰国。
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 1 月 20 日 大阪発，
中国国家図書館に於いて日中共同ワークショッフ。
「漢字文献資料庫的新技術」に出席及び研究打合
せを行い， 1 月 24 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成






20 日 大阪発， 中国国家図書館に於い て 日 中共同
ワークショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出
席及び報告を行い， 1 月 24 日帰国0
・守岡知彦助手(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金により， 1 月
20 日 大阪発， 中国国家図書館に於い て 日 中共同
ワークショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出
席及び研究打合せを行い， 1 月 24 日帰国。
-山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は，文
部科学省研究拠点形成費補助金により， 1 月 20
日大阪発，中国国家図書館に於いて日中共同ワー
クショップ「漢字文献資料庫的新技術」に出席及
び研究打合せを行い， 1 月 24 日帰国。
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人文学報
-竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 1 月19 日
成田発，ハーヴァード大学に於いて人種に関する
資料収集及び研究打合せを行い， 1 月26 日帰国0
・田中雅一教授(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 1 月15 日大阪発， 国立
シンガポール大学に於いてインド系質屋の研究及
び文献収集・調査を行い， 1 月30 日帰国0
・田中祐理子助手(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 1 月25 日大阪発， ロ
ンドン大学に於いて 19世紀微生物学研究に関す
る資料収集を行い， 1 月31 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成
費補助金により， 1 月25 日大阪発， 中華{弗学研
究所及び中華電子併典協会に於いて唐代ナリッジ
ベースについての研究打合せを行い， 2 月1 日帰
国0
・水野直樹教授(人文学研究部)は， 1 月29 日大
阪発，ソウル大学に於いて韓国社会史学会特別シ
ンポジウムに出席及び資料調査，国家記録院に於
いて資料調査を行い， 2 月5 日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学













ビュー調査を行い， 3 月1 日帰国0
・守岡知彦助手(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金により， 2 月





学研究費補助金により， 2 月26 日大阪発， プ ロ
イセン財団国立図書館及びオーストリア国立図書
館に於いてヨーロッパ現存中国学資料収集及び調
査を行い， 3 月5 日帰国。
・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 3 月1 日大阪発， 中山大
学に於いて江南道教に関する研究打合せ，雲南省
社会科学院等に於いて道教遺跡の調査及び資料蒐
集を行い， 3 月6 日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学







を行い， 3 月13 日帰国0
・田辺明生助教授(人文学研究部)は，文部科学省
研究拠点形成費補助金により， 3 月11 日大阪発，
ヤンゴン大学に於いて国際会議「イワラジデルタ
における村民の暮らしと農業環境の変容」に出席
及びパガン仏教遺跡視察を行い， 3 月16 日帰国0
・真下裕之助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 3 月13 日大阪発， パ ン
ジャブ大学図書館に於いて前近代インドにおける
イスラーム諸国家制度の動態的研究に関する文献






現地調査・文献調査を行い， 3 月 20 日帰国0
・高井たかね助手(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金により， 3 月
10 日大阪発， 蘭仲|市， 西寧市， 張披市， i酉泉市
及び敦t皇市等に於いて壁画，唐代仏教美術及び唐
代城祉に関する調査を行い， 3 月21 日帰国。
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最-龍谷直人助教授(人文学研究部)は，日本学術振
興会受託研究費により 3 月 18日大阪発，香港
大学に於いて第 16回人類学研究会に出席し， 3
月 22 日帰国。
・船山徹助教授(東方学研究部)は， 3 月14 日大
阪発，中華仏学研究所に於いてインド仏教史に関
する研究打合せを行い， 3 月23 日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は， 3 月24 日大阪
発，漢陽大学に於いて韓国中国語学国際会議に出
席及び論文発表を行い， 3 月25 日帰国0
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 3 月12 日大阪発， 広東
省海豊県に於いてショオ語の記述調査及び資料収
集を行い， 3 月27 日帰国0




催， I気候変動特別セ ミ ナ ー」 に参加， 意見交換
を行い， 3 月30 日帰国。
・岡村秀典助教授(東方学研究部)は， 3 月 27 日
福岡発，旅順博物館に於いて遼東の遺跡調査を行
い， 3 月31 日帰国。
-金文京教授(東方学研究部)は， 4 月5 日大阪発，
香港城市大学に於いて講演を行い， 4 月10 日帰
国0
・陳慶浩客員教授は， 4 月8 日大阪発， 台湾国立嘉
義大学に於いて第 2届中国小説戯曲国際学術研討
会に出席し， 4 月11 日帰国0
・武田時昌教授(附属漢字情報研究センター)は，
4 月24 日 大阪発， ラ デ ィ ソ ン ・ ソ ウ ルプ ラ ザ ホ
テルに於いて「日韓科学史・儒学史比較研究」研
究会議に出席し， 4 月28 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は 4 月 15日大阪発，ハイ
デルベルグ科学院に於いてワークショップ「中国
石刻仏典Jに出席，フランス規格協会に於いて
TEl 評議委員会に出席 し ， 5 月2 日帰国。
-古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により 5 月 1日大阪発，巴
林右旗博物館，内蒙古文物考古研究所及び中国国
一 1 3 3
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家図書館等に於いて遺跡・文物調査，研究打合せ
を行い， 5 月 11 日帰国。
・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 5 月10 日大
阪発，台湾大学芸術史研究所に於いて外部評価，
中央研究院歴史語言研究所及び故宮博物院に於い
て美術資料蒐集を行い， 5 月14 日帰国0
・矢木毅助教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 5 月 11 日 大阪発， ス
ウェーデン王立アカデミーに於いてワークショッ
プ「東アジアにおける死刑」に出席し研究発表を
行い， 5 月17 日帰国0
・冨谷至教授(東方学研究部)は，文部科学省科




行い， 5 月19 日帰国0
・竹沢泰子教授(人文学研究部)は，文部科学省海
外先進教育研究実践支援プログラム補助金により，




科学研究費補助金により， 5 月25 日大阪発， パ
リ・パスツール研究所に於いて微生物学研究に関
する資料調査を行い， 6 月4 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は，文部科学省研究拠点形成
費補助金により 6 月 13日大阪発，ヴィクトリ
ア大学に於いて ACH/ALLC2005 年度共同年会
に出席及び研究発表を行い， 6 月 20 日帰国。
-高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 6 月23 日 大阪発，
上海社会科学院に於いて「古代内陸アジアと中国
文化国際学術研討会」に出席及び漢字文献の調査
を行い， 6 月 27 日帰国0
・佐野誠子助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 6 月26 日大阪発， 南京
博物院，復旦大学及び上海博物館に於いて中国南
朝宗教資料の調査を行い， 6 月30 日帰国0
・宮紀子助手(東方学研究部)は，文部科学省科学
人文学報











おける地域倫理の模索J研究を行い， 7 月10 日
帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 7 月3 日大阪発， ロ
シア国立アカデミー東方学研究所ペテルフ心ルグ支
所に於いて、漢字文献の調査及び敦埋学国際連絡委
員会幹事会に出席し， 7 月10 日帰国。
-森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科










情報研究センター)は， 7 月18 日大阪発， 中華
仏学研究所及び中華電子仏典協会に於いてワーク
ショップ，デジタル・テキストのためのプログラ
ミングに出席及び研究打合せを行い， 7 月27 日
帰国0
・藤原辰史助手(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 7 月18 日大阪発， ベル
リン，リヒターフェルデ連邦文書館に於いてナチ
ス期農業政策に関する資料収集を行い， 8 月7 日
帰国0
・岡村秀典教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 8 月5 日大阪発， 陳西省
考古研究所に於いて遺跡の考古学的調査を行い，
8 月12 日帰国。





学研究費補助金により， 7 月23 日大阪発， 中央
民族大学，西南民族大学，寧夏大学及び康定近郊
に於いて木雅語及びカム方言の記述調査を行い，
8 月 24 日帰国。
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 8 月17 日大阪発， 首都師
範大学に於いて中国古代小説文献与数字化国際研
討会及び明代文学与文化国際学術研討会に参加・
論文発表を行い， 8 月 24 日帰国0
・水野直樹教授(人文学研究部)は， 8 月21 日大
阪発，上海に於いて第 4回アジア研究者世界大会
に参加・発表及び資料調査を行い， 8 月26 日 帰
国。
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 8 月7 日大阪発， 香港中
文大学及び海豊県県誌弁公室に於いてショオ語の
現地調査及び資料収集を行い， 8 月27 日帰国0




する研究のための資料調査を行い， 8 月 27 日帰
国。
-船山徹助教授(東方学研究部)は，京都大学教育
研究振興財団助成金等により， 8 月20 日大阪発，
ウィーン大学に於いて 8世紀のインドの仏教認識
論における宗教的側面に関する研究発表及び資料
収集を行い， 8 月30 日帰国0
・山室信一教授(人文学研究部)は，文部科学省科






最治思想史に関する史跡調査を行い， 8 月30 日帰
国0
・菊地暁助手(人文学研究部)は，文部科学省科学





思想史に関する史跡調査を行い， 8 月 30 日帰国0
・谷川穣助手(人文学研究部)は，文部科学省科学





思想史に関する史跡調査を行い， 8 月 30 日帰国0
・坂本優一郎助手(人文学研究部)は，文部科学省



















研究費補助金により， 8 月 23 日大阪発， 武漢，
斉Ij州，常州，上海等に於いて中国県制に関する現
地調査及び資料調査を行い， 9 月6 日帰国0
・小関隆助教授(人文学研究部)は，文部科学省科




史料調査を行い， 9 月8 日帰国。
・稲葉穣助教授(東方学研究部)は， 8 月16 日大
阪発，イランにおける前イスラーム期遺跡群共同
学術調査を行い， 9 月9 日帰国0
・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 9 月1 日大阪発， 杭州，
湖ナトI，蘇州及び上海に於いて中国仏教美術資料調
査を行い， 9 月12 日帰国。
・岩井茂樹教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 9 月 1 3 日 大阪発， 無錫
市及び上海市内に於いて中国県制の研究にかかわ
る実地調査及び資料収集を行い， 9 月18 日帰国0
・森時彦教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 9 月 13 日大阪発， 無錫市
及び上海市内に於いて中国県制の研究にかかわる
実地調査及び資料収集を行い， 9 月18 日帰国0
・ェスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，
8 月20 日大阪発， コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラ ン ス 図
書館に於いて道職輯要計画調査を行い， 9 月 26
日帰国0
・宮紀子助手(東方学研究部)は，文部科学省研究
拠点形成費補助金により， 9 月19 日大阪発， 遼
寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて遼
寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関する
学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0
・古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 9 月19 日大阪発，
遼寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて
遼寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関す
る学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0
・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 9 月19 日 大阪発，
遼寧省文物考古研究所，遼寧省博物館等に於いて
遼寧省における遼文化の歴史・現状・環境に関す
る学術調査を行い， 9 月 26 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字







学研究費補助金により， 9 月23 日大阪発， フ ラ
ンス社会科学高等研究院及びフランス国立図書館
に於いてフィクション研究のための資料調査及び
研究打合せを行い， 10 月 3日帰国0
・倉島哲助手(人文学研究部)は，文部科学省科学





学研究費補助金により， 10 月1 日大阪発， 大英
図書館及びフランス国立図書館に於いてナム語文
献調査を行い， 10 月14 日帰国。
-岡村秀典教授(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 10 月17 日大阪発， 西安，
洛陽，郎車~等に於いて北貌時代の遺跡と出土遺物
の調査を行い， 10 月30 日帰国。
-藤井律之助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 10 月20 日大阪発， 西安，
洛陽，甘日韓等に於いて北貌時代の遺跡と出土遺物
の調査を行い， 10 月30 日帰国。
-加藤和人助教授(人文学研究部)は， 10 月23 日
大阪発，ソルトレイクシティに於いて第 8回国際
HapMap 会議及び米国人類遺伝学会に出席 し ，
10 月31 日帰国。
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 10 月 26 日大阪発， 直門
大学に於いて第 38回国際漢蔵語学術研討会に出
席し， 1 月 2日帰国。
• BEN-ARl, Eyal 外国人研究員 は， 11 月1 日 大
阪発，香港大学日本研究所に於いて口述試験等を
行い， 11 月 3日帰国0
・ゥィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字











省科学研究費補助金により， 11 月 9日大阪発，
フィレンチェ音楽院図書館及びヴェネチア音楽院
図書館に於いて 19世紀オペラに関する資料調査
を行い， 11 月 15日帰国。
-安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金(一部先方負
担)により， 11 月 12日大阪発，上海師範大学に
於いて敦煙学知識庫国際学術研討会に出席し， 11
月 1 5 日帰国。
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金(一部先方負担)により， 11
月 9 日大阪発， 香港大学に於いて第 5 次中文文献
資源共建共享会議に出席，上海師範大学に於いて
敦煙学知識庫国際学術研討会に出席し， 11 月 1 6
日帰国。
-田中雅一教授(人文学研究部)は， 11 月 19日大
阪発，シンガポール・アジア文明博物館に於いて
身体資源及び性の表象についての調査を行い， 11
月 2 1 日帰国。
-小牧幸代助手(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 11 月 6日大阪発，デ
リーに於いてムスリム聖者ニザームッディーンの
墓廟における聖者祭の調査を行い， 11 月 27 日帰
国。





学研究費補助金により， 12 月2 日 大阪発， ゴ ア
において薬用植物の生産，流通，消費についての
調査，国際会議「贈与交換経済における貨幣資源
の浸透」に出席及び発表を行い， 12 月21 日帰国0
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 12 月22 日大阪発， 広西
民族学院に於いて瀕危語言国際学術研討会に出席
し， 12 月25 日帰国。
最-高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研
究拠点形成費補助金により， 12 月24 日大阪発，
台湾国家図書館に於いて漢籍データベースの相互
乗り入れに関する研究打合せを行い， 12 月27 日
帰国。
-山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は，文
部科学省科学研究費補助金により， 12 月19 日大
阪発，温州・福建沿海地域に於いて東アジア海域
交流史関連史跡の現地調査を行い， 12 月28 日帰
国。
外国人研究員





期間 3 月 1 日 ---- 6 月 30 日
• CHAN ,HingHo
フランス国立科学センター研究員






















期間 2 月 2 日 ~ 8 月 l 日
• KLI孔rIBURG-SALTER.Deborah
ウィーン大学芸術史研究所教授
5-9 世紀ア フ ガニ ス タ ン の考古美術的研究
受入教員稲葉助教授































































期間 11 月 3 日 '"'" 2006 年 11 月2 日




期間 11 月 3 日 '"'" 2006 年 11 月2 日
・桑兵中山大学歴史系教授
20 世紀初の東ア ジ ア にお け る人文情報
受入教員石川助教授











期間 4 月 1 日 '"'" 2006 年3 月31 日




期間 7 月 1 2 日 "'-' 8 月 1 5 日





期間 9 月 15 日 "'-' 11 月 1 5 日
-輩文中国社会科学院考古研究所助理研究員
3'""'6 世紀の装身具か ら みた東ア ジ ア の文化交流
受入教員岡村教授











期間 7月 1日~ 2006 年6 月30 日2005年3 月10 日刊
• KEET, Philomena 東洋学文献類目 2002 年度























2004 年4 月30 日刊
人文学報第 91号(紀要第 148冊)
2004 年12 月25 日刊
人文学報第 92号(紀要第 1 50冊)








2005 年3 月30 日発行
所報
「人文」第 52号
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